
滋賀縣人

皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族

共
々
お
健
や
か
に
希
望
に
満
ち

た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
欧
米
諸
国
で
は
収
束
の
兆
し
が
見

え
る
も
の
の
、
日
本
で
は
再
度
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
般
国
産
の
治
療
薬
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
効
果
に

是
非
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
秋
に
お
送
り
し
た
会
報
第
二
〇
〇
号
は
、
記
念
号
と
し

て
三
日
月
知
事
及
び
「
こ
こ
滋
賀
」
青
田
所
長
と
の
対
談
、
ま

た
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
亘
る
会
報
の
歩
み
・
歴
史
に
つ
い
て
の

特
集
を
組
み
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広

報
関
係
に
つ
い
て
拡
充
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
の
県
人
会
活
動
は
、
従
来
の
「
こ
こ
滋
賀
」
で

の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
開
催
に
加
え
て
、
新
た
な
企
画
と
し
て
シ

ガ
ー
ル
事
業
（
滋
賀
の
歴
史
夜
話
、
シ
ガ
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ロ
ン
な
ど
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
、
〝
温
江
知
新
〟
動
画
事
業

な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

県
人
会
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
日

に
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
が
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
る
二
月
十
二
日
に
は
新
年
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
皆
さ
ま
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
楽
し
く
活
発
な
交
流
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
滋
賀
県
人
会

会
長

小
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県
人
会
の
活
動
報
告

第
一
五
回
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
、
滋
賀
県
に
所
縁
の
あ
る

人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
知
識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、
平
成
二
十
八

年
秋
以
降
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

第
一
五
回
は
、
十
一
月
十
五
日
（
水
）
「
こ
こ
滋

賀
」
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
近
江
牛
毛
利
志
満
」
に
て
、

講
師
に
山
野
善
正
氏
（
（
一
社
）
お
い
し
さ
の
科
学
研

究
所
理
事
長
、
香
川
大
学
名
誉
教
授
）
を
お
迎
え
し
開

催
し
ま
し
た
。

演
題
を
「
お
い
し
さ
を
科
学
す
る
」
と
し
て
、
「
お

い
し
い
」
「
お
い
し
さ
」
と
は
？

「
お
い
し
さ
」
の
科
学
や
意
義
、
評

価
と
実
用
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
要
旨
は
「
い
ま
滋
賀
」

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
）

近
江
ゆ
か
り
の
会

三
年
ぶ
り
に
開
催
！

首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
魅
力
体
験
創
造
に
向
け
、
滋

賀
県
ゆ
か
り
の
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、
「
滋
賀
・
び
わ
湖

ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
及
び
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
フ
ァ
ン
つ

く
り
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
近
江
ゆ
か
り
の

会
」
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
に

よ
り
開
催
見
合
わ
せ
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
滋
賀
県
が
実
施
す
る
「
し
が
体
感
フ
ェ
ス
タ
！
」
に

合
わ
せ
た
特
別
昼
食
会
の
形
式
で
、
十
一
月
二
十
日

（
日
）
に
東
京
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀
尾
井
町
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

日
曜
日
の
日
中
と
い
う
例
年
と
は
違
う
形
で
の
開
催

に
は
な
り
ま
し
た
が
、
約
百
五
十
名
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
三
年
ぶ
り
に
交
流
を
温
め
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

山野善正氏

令
和
五
年
度
新
年
会

開
催
の
お
知
ら
せ

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
寿
ぎ
、
左
記
に
よ
り
新
年
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
ご
来
臨
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

日
時
：
令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

十
二
時
～

会
場
：
京
都
つ
ゆ
し
ゃ
ぶ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
京
橋
店

東
京
都
中
央
区
京
橋
二―

七―

一
九

京
橋
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
Ｂ
一
階

電
話
：
〇
五
〇―

五
四
九
二―

七
一
〇
〇

ア
ク
セ
ス
：
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
京
橋
駅

六
番
出
口
徒
歩
一
分

都
営
浅
草
線
宝
町
駅
徒
歩
三
分

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
八
重
洲
口
徒
歩
七
分

会
費
：
五
千
円

新
年
会
へ
の
出
欠
ご
回
答
の
お
願
い
：
同

封
ハ
ガ
キ
に
て
令
和
五
年
一
月
二
十
日

（
金
）
迄
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の

状
況
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
開
催
を
中
止

す
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
開
催
中
止

や
日
程
・
会
場
の
変
更
が
あ
る
場
合
、
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

↑昼食会後の
懇談の様子

↑びわ湖ホール声楽アンサンブル
コンサート

↑彦根城のア
ピールにひこ
にゃんも登場

第15回AKINDO塾



オ
ン
ラ
イ
ン
歴
史
サ
ロ
ン

【
滋
賀
の
歴
史
夜
話
】

講
師
は
歴
史
学
者
太
田
浩
司
先
生
（
淡

海
歴
史
文
化
研
究
所
所
長
、
前
長
浜
市
市
民

協
働
部
学
芸
専
門
監
）
。
九
月
三
十
日
を
ス

タ
ー
ト
に
、
毎
月
金
曜
の
夜
に
近
江
ゆ
か
り

の
戦
国
武
将
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
各
回
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
一
話
：
九
月
三
十
日
（
金
）

「
京
極
高
次
と
大
津
城
攻
防
戦
」

第
二
話
：
十
月
二
十
八
日
（
金
）

「
織
田
信
長
と
安
土
城
」

第
三
話
：
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）

「
羽
柴
秀
吉
と
長
浜
城
」

第
四
話
：
十
二
月
三
十
日
（
金
）

「
徳
川
家
康
と
近
江
」

第
五
話
：
一
月
二
十
七
日
（
金
）

「
小
堀
遠
州
の
生
涯
と
近
江
」

【
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
】

十
月
十
九
日
（
水
）
十
九
時
～

事
業
者
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
を
目
的

と
し
た
、
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
と

な
り
ま
す
。
初
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
十
四
名
の
幅

広
い
業
種
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
発
か

つ
和
や
か
な
交
流
が
行
わ
れ
、
今
後
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑和菓子作
り体験の様
子

←HAPPY
BAGはすぐ
に完売する
ほど大好評
でした

「
こ
こ
滋
賀
」
五
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

「
こ
こ
滋
賀
」
は
平
成
二
十
九
年
十
月
二

十
九
日
の
開
設
か
ら
今
年
で
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
御
愛
顧
い
た
だ
い
た
お

客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に

更
な
る
滋
賀
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
開

設
記
念
日
で
あ
る
十
月
二
十
九
日
（
土
）
か

ら
十
一
月
六
日
（
日
）
の
九
日
間
、
「
こ
こ

滋
賀
五
周
年
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
周
年
記
念
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｂ
Ａ
Ｇ
を
は

じ
め
、
近
江
牛
、
地
酒
や
限
定
パ
ン
の
販
売

の
ほ
か
、
五
周
年
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
戦

国
の
ま
ち
、
近
江
・
滋
賀
の
名
将
た
ち
」
の

開
催
、
信
楽
焼
や
和
菓
子
作
り
の
体
験
会
な

ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
皆
様
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

↑大盛況の「ここ滋賀」5周年
感謝祭

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
シ
ガ
ー
ル
」

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン

十
月
八
日
（
土
）
十
八
時
三
十
分
～

滋
賀
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
新
た
な
和
を
広
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
系
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
滋
賀
と
東
京
の
距
離
を
縮
め
、
情
報
交
換

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
拠
点
は
違
う
も
の
の
「
も
っ

と
滋
賀
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
！
」
と
い
う
思
い
を
共
有
で
き
、

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
構
想
が
膨
ら
み
ま
す
。

東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
こ
の
秋
、
次
の
よ

う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
費
無
料
で
歴
史
・
交
流
・
ビ
ジ
ネ

ス
と
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
揃
え
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
会

員
の
皆
様
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
今
後
の

開
催
は
Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東京滋賀県人会HP
「いま滋賀」
https://imashiga.jp/

県人会のイベント情
報や滋賀の文化・風
物の連載、各市町の
ふるさと納税情報な
どが盛り沢山！ 会
員の皆様からの寄稿
も大募集していま
す！

太田浩司氏

第1回ビジネス交流会

SHIGIRL SALON

←動画のアーカイブ
は東京滋賀県人会
チャンネルで！

滋賀の歴史夜話
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（
五
十
音
順

敬
称
略
）

謹 賀 新 年
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㈱滋賀銀行東京支店
滋賀県青年団体連合会
滋賀県東京本部
㈱静永事務所
清水惣㈱
昭和西川㈱

㈱数寄和
ゼッタリンクス㈱
㈱大生産業
㈱髙島屋日本橋店
たねやグループ
チョーギン㈱
㈱トランプ
中田商店
㈱ナカノアパレル
⾧浜浪漫ビール㈱
㈱西川
日本ロジテム㈱
㈱布引焼窯元
農事組合法人グリーンティ土山
(一財)東日本橋真宗会堂維持財団

㈱ひょうたんや
(公社)びわこビジターズビューロー
㈱びわこフード
㈱マルヨシ近江茶
メルクロス㈱
森島商事㈱
柳屋ビルディング㈱
ヤマ庄陶器㈱
㈱large
楽入陶房 壷中庵
㈱Rose Universe

東京滋賀県人会 法 人 会 員の 皆 様 の ご 紹介

（令和4年12月現在 五十音順 敬称略）


